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大型ＥＶバス２台導入
脱炭素化社会実現むけ 環境保全対策強化

　

京
都
バ
ス
（
吉
本
直
樹
社
長
、
京
都
市
右
京
区
）
は

大
型
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
バ
ス
２
台
を
導
入
し
、
環

境
保
全
対
策
を
強
化
す
る
。
こ
れ
ま
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

バ
ス
の
採
用
や
、
京
都
駅
―
大
原
間
の
運
行
を
地
下
鉄

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
排

出
量
削
減
に
努
め
て
き
た
が
、
Ｅ
Ｖ
バ
ス
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
対
策
を
さ
ら
に
進
め
る
考
え
だ
。

　

京
都
運
輸
支
局
は
12
月
20

日
、
京
都
芸
術
大
学
と
自
動

車
関
係
業
界
の
課
題
解
決
に

向
け
た
連
携
協
定
を
結
ん

だ
。 京

運
支
局
／
京
都
芸
大

自
動
車
業
界
の
課
題
解
決
む
け
協
定

　

石
川
県
能
登
地
方
を
震
源

と
し
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
に
伴
う
人
命
救
助
活
動
等

を
支
援
す
る
た
め
、
京
都
府

バ
ス
協
会
（
鈴
木
一
也
会

長
）
で
は
、
府
危
機
管
理
部

災
害
対
策
課
の
要
請
に
基
づ

き
会
員
事
業
所
の
貸
切
バ
ス

４
台
を
提
供
し
た
。

　

京
バ
ス
協
の
竹
内
哲
也
専

務
に
よ
る
と
、
２
日
の
午
前

10
時
56
分
に
同
課
か
ら
緊
急

要
請
が
入
り
、
貸
切
委
員
会

の
阿
辻
康
雄
委
員
長
ら
に
連

絡
。
ヤ
サ
カ
観
光
バ
ス
（
粂

田
晃
稔
社
長
、
京
都
市
南

　

Ｅ
Ｖ
バ
ス
は
ア
ル
フ
ァ
バ

ス
社
製
を
採
用
。
車
長
１
万

４
８
０
㍉
メ
ー
ト
ル
、
車
幅

２
４
８
５
㍉
メ
ー
ト
ル
、

車
高
３
２
６
０
㍉
メ
ー
ト

ル
。
最
低
地
上
高
１
３
５
㍉

メ
ー
ト
ル
で
、
車
両
総
重
量

は
１
５
７
３
０
㌔
グ
ラ
ム
。

総
電
力
は
２
９
６
Ｋ
Ｗ
／

Ｈ
。
フ
ル
充
電
に
必
要
な
時

間
は
６
時
間
で
、
航
続
距
離

は
２
４
０
㌔
メ
ー
ト
ル
と
い

う
仕
様
。
高
野
（
同
市
左
京

区
）、
嵐
山
（
同
市
右
京
区
）

の
両
営
業
所
に
１
台
ず
つ
配

備
し
、
１
月
か
ら
実
証
運
行

を
重
ね
て
い
き
運
行
経
路
な

ど
を
具
体
化
さ
せ
る
方
針
。

　

12
月
16
日
に
大
原
の
わ
い

わ
い
朝
市
会
場
で
行
わ
れ
た

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
大
原
地

区
が
保
護
活
動
を
続
け
る

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
を
車
体
に

あ
し
ら
っ
た
「
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
号
」
を
初
披
露
。
デ
ザ
イ

ン
は
切
り
絵
作
家
の
望
月
め

ぐ
み
さ
ん
が
手
掛
け
、
車
体

後
部
に
は
三
千
院
の
小
堀
光

實
門
主
が
「
愛
を
育
む
里
の

地
へ
」
と
直
筆
で
言
葉
を
寄

せ
て
た
。
車
内
に
は
京
都
市

立
大
原
小
中
学
校
の
生
徒
や

京
・
ベ
ビ
ー
ハ
ウ
ス
大
原

「
小
野
山
わ
ら
ん
べ
」
の
園

児
の
絵
を
掲
示
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
吉
本
社
長

は
「
１
０
２
年
の
歴
史
の
中

で
Ｅ
Ｖ
バ
ス
は
大
き
な
転
換

に
な
る
。
運
行
を
重
ね
Ｅ
Ｖ

の
力
を
最
大
限
発
揮
す
る
た

め
の
知
恵
を
集
め
て
い
く
。

１
、
２
台
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

だ
が
、
チ
ョ
ウ
の
羽
ば
た
き

が
歴
史
を
動
か
す
よ
う
に
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
少
し
ず
つ
近
付
い
て
い

き
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
環
境

に
優
し
い
京
都
バ
ス
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
安

心
・
安
全
、
快
適
輸
送
を
目

指
し
、
地
域
に
不
可
欠
な
公

共
交
通
機
関
と
し
て
の
使
命

を
果
た
し
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
た
。

　

近
畿
運
輸
局
自
動
車
交
通

部
の
北
川
健
司
部
長
は
「
環

境
と
観
光
を
通
じ
た
地
域
活

性
化
が
大
変
重
要
。
文
化
、

環
境
の
ま
ち
づ
く
り
の
上
で

Ｅ
Ｖ
バ
ス
は
意
義
深
い
。
観

光
客
や
一
般
市
民
に
オ
オ
ム

ラ
サ
キ
が
認
知
さ
れ
、
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

12
月
23
日
に
は
「
ｅ
―
ア

被災地に向け京都市消防活動総合センターを出発

区
）、
明
星
観
光
バ
ス
（
新

保
利
幸
社
長
、
同
市
山
科

 

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
、
ト
ラ

ッ
ク
の
運
転
手
や
自
動
車
整

備
士
の
人
材
不
足
な
ど
多
く

の
課
題
が
顕
在
化
す
る
中
、

芸
術
教
育
で
培
わ
れ
た
力
を

活
用
す
る
こ
と
で
人
材
確
保

に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
。　

　

協
定
式
に
は
、
同
大
学
の

吉
川
左
紀
子
学
長
、
鴨
志
田

由
貴
芸
術
学
部
教
授
、
京
運

支
局
の
岡
本
昇
支
局
長
、
木

原
健
太
・
首
席
運
輸
企
画
専

救
助
隊
輸
送
に
バ
ス
提
供

府
内
の
貸
切
バ
ス
４
社

門
官
（
輸
送
・
監
査
）、
京

都
府
バ
ス
協
会
（
鈴
木
一
也

会
長
）
の
竹
内
哲
也
専
務
が

出
席
し
た
。

　

吉
川
学
長
に
続
き
、
岡
本

支
局
長
が
「
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
掛
け
て
き

た
同
大
学
と
の
連
携
は
心
強

い
。
新
た
な
視
点
、
気
付
き

を
取
り
入
れ
、
課
題
解
決
に

ま
い
進
し
て
い
く
」
と
述
べ

た
。

　

第
１
弾
と
し
て
、
京
バ
ス

協
が
１
月
21
日
に
実
施
す
る

バ
ス
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。
バ
ス
会
社

の
人
材
確
保
対
策
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
。
竹
内
専
務
も
「
バ

ス
業
界
の
人
手
不
足
は
危
機

的
な
状
況
。
両
者
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
は
頼
も
し
い
。
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
低
賃
金
、
長
時

間
労
働
と
い
っ
た
業
界
イ
メ

ー
ジ
を
払
し
ょ
く
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

＊
「
追
跡
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

―
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
編

―
」
休
み
ま
し
た
。

能
登
半
島

地
　
　
震

区
）、
帝
産
観
光
バ
ス
（
飯

尾
一
重
社
長
、
東
京
都
品

川
区
）、
久
美
浜
観
光
バ
ス

（
小
國
徳
人
社
長
、
京
丹
後

市
）
の
４
社
と
調
整
が
つ
い

た
、
と
い
う
。　

バ
ス
は
石

川
県
珠
洲
市

で
情
報
収
集

や
人
命
救
助

活
動
を
行
う

隊
員
を
乗
せ

て
、
京
都
市

南
区
の
市
消

防
活
動
総
合

セ
ン
タ
ー
お

よ
び
、
福
知

山
市
の
市
消

防
本
部
を
４

日
の
午
前
９

時
に
出
発
。
北
陸
自
動
車
道

の
南
条
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で

合
流
し
、
石
川
県
穴
水
町
の

小
学
校
や
、
の
と
里
山
空
港

ま
で
移
動
し
た
後
、
地
震
発

生
直
後
に
出
動
し
た
隊
員
を

連
れ
て
帰
っ
て
く
る
予
定
。

　

４
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
実

施
さ
れ
た
緊
急
消
防
援
助
隊

派
遣
の
出
発
式
で
、
市
消
防

局
広
域
消
防
連
携
・
救
急
対

策
担
当
局
長
の
坂
本
昌
也
氏

は
「
た
く
さ
ん
の
人
が
皆
さ

ん
の
救
出
を
待
っ
て
い
る
。

持
て
る
力
を
十
分
発
揮
し
て

一
人
で
も
多
く
助
け
出
す
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
激

励
し
た
。

　

隊
員
は
飲
料
水
や
ア
ル
フ

ァ
米
を
積
み
込
ん
だ
後
、
現

地
に
向
け
出
発
し
た
。
京
都

市
消
防
局
に
よ
る
と
、
同
セ

ン
タ
ー
か
ら
は
京
都
市
が
24

隊
83
人
、
府
が
20
隊
72
人
、

全
体
で
は
延
べ
49
隊
１
７
３

人
が
出
動
し
た
。

　

出
発
前
に
は
、
阿
辻
委
員

長
が
被
災
地
に
向
か
う
運
転

手
と
経
路
や
現
地
で
の
注
意

点
な
ど
に
つ
い
て
念
入
り
に

打
ち
合
わ
せ
す
る
と
と
も

に
、
竹
内
専
務
も
励
ま
し
の

言
葉
を
贈
っ
た
。
７
日
に
も

第
３
次
派
遣
と
し
て
５
台
の

貸
切
バ
ス
を
提
供
。
阿
辻
委

員
長
は
「
バ
ス
協
会
と
し
て

し
っ
か
り
要
請
に
応
え
て
い

き
た
い
。
一
人
で
も
多
く
の

方
が
助
か
る
こ
と
を
祈
っ
て

い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

ラ
シ
ヤ
マ
号
」
の
実
証
運
行

が
ス
タ
ー
ト
。
ｅ
―
ア
ラ
シ

ヤ
マ
号
は
車
体
に
源
氏
物
語

の
登
場
人
物
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
十
二
単
を
身
に
ま
と
っ
た

女
性
、
車
両
後
部
は
紫
式
部

の
後
ろ
姿
、
車
内
後
方
部
に

は
竜
が
飛
翔
し
て
お
り
、

「
吉
本
社
長
の
発
案
で
２
０

２
４
年
の
大
河
ド
ラ
マ
に
ち

な
み
源
氏
物
語
を
選
ん
だ
ほ

か
、
た
つ
年
も
踏
ま
え
竜
が

飛
ん
で
い
る
姿
を
描
い
た
」

（
望
月
さ
ん
）。

　

第
１
便
が
出
発
す
る
阪
急

嵐
山
駅
前
に
は
発
車
時
刻
30

分
前
か
ら
列
が
で
き
は
じ

め
、
乗
車
開
始
間
も
な
く

す
ぐ
い
っ
ぱ
い
に
。
乗
客
は

イ
ベ
ン
ト
会
場
と
な
っ
た
菖

蒲
谷
池
大
駐
車
場
ま
で
の
30

分
間
、
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
力
強
さ

や
静
音
性
、
車
窓
か
ら
見
え

る
京
都
市
内
の
町
並
み
を
眺

め
移
動
し
た
。
到
着
後
は
、

移
動
式
サ
ウ
ナ
バ
ス
「
サ
バ

ス
」
の
入
浴
体
験
の
ほ
か
、

た
き
火
キ
ャ
ン
プ
体
験
、
音

楽
の
演
奏
な
ど
も
あ
り
、
満

天
の
星
の
下
、
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
の
明
か
り
を
囲
み

な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し

て
い
た
。
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